
                         国際機関 日本アセアンセンター 

  

1967 年 8 月 8 日に設立されたＡＳＥＡＮは、来年、設立 50 周年を迎えます。 

 本年 8 月から 10 月に開催しております、産官学の識者がＡＳＥＡＮを経済、社会、政治の多面的なアプ 

ロ―チで分析する計 4 回の≪シンポジューム:ＡＳＥＡＮ設立 50 周年に向けて≫の最終回は、日ＡＳＥＡＮ

関係とＡＳＥＡＮの地域主義をテーマとします。 

9 月 6 日～8 日にラオス・ビエンチャンで、ＡＳＥＡＮの中心性を発揮するべく、一連のＡＳＥＡＮ首脳会

合が行われました。報道されています通り、日・ＡＳＥＡＮ首脳会合を始め、中国、米国など域外大国との

首脳会合が行われ、今後の域内外秩序が作り上げられています。本シンポジュームでは、これら首脳会合等

の結果報告を含め、日本とＡＳＥＡＮとの外交関係、ＡＳＥＡＮの地域主義が第二次大戦後の各国の独立、

冷戦を経てどの様に形成されてきたのか、今後、どのような方向に向かうのかなどの知見・情報を日本企業

の方々とも共有できればと企画しました。 

ＡＳＥＡＮとのビジネスにおいても、今後、経済と政治、社会の不可分性は更に進むと考えられています。

登録ベースで 20 万人以上の日本人駐在員・家族等が暮らし、1 万社以上の日系企業が事業を行うＡＳＥＡＮ

との外交関係は、近年のアジアのパワーバランスの変化の中、企業にとっても重要さが増しています。 

各講演の後には、皆さまの関心や疑問を中心に、パネルディスカッション・質疑応答を通して日ＡＳＥＡ

Ｎ関係の議論を深められればと期待しています。皆様の奮ってのご参加を心よりお待ち申し上げます。 

 

日時 ２０１６年１０月７日（金）午後２時３０分―５時３０分（受付開始：午後２時） 

会場 

ベルサール御成門駅前ホール【日本アセアンセンターに隣接】 

東京都港区新橋 6-17-21 住友不動産御成門駅前ビル１F 

http://www.bellesalle.co.jp/room/bs_onarimon/access.html 

講演者 

(予定) 

 

講演①『ＡＳＥＡＮの地域主義と対外政策』(50 分) 

東京理科大学教授 大庭三枝 

講演②『統合が進むＡＳＥＡＮとどう付き合うか』(20 分) 

ＡＳＥＡＮ日本政府代表部特命全権大使 須永和男  

講演③『ＡＳＥＡＮと日本の外交関係について』(20 分) 

ＡＳＥＡＮ委員会 in 東京（ＡＣＴ）委員長 

駐日タイ王国特命全権大使 バンサーン ブンナーク 

パネルディスカッション・質疑応答 

『日・ＡＳＥＡＮ関係の過去、現在、未来』(65 分) 

コーディネーター：湯下博之 民間外交推進協会 専務理事 

（元駐ベトナム大使、元駐フィリピン大使） 

パネリスト：① 大庭三枝 東京理科大学 教授 

② 須永和男 ASEAN 日本政府代表部特命全権大使 

③ バンサーン ブンナーク ＡＣＴ委員長 

主催 国際機関日本アセアンセンター 

共催 ASEAN 委員会 in 東京(ACT) 

定員 ３５０名（先着順） 

言語 日英同時通訳 参加費 無料 

 

問合先 
国際機関日本アセアンセンター 貿易投資部（投資）／中西 Tel:03-5402-8006 

＊電話・メール・FAX によるお申し込みおよびキャンセル待ちは受け付けておりません。 

http://www.asean.or.jp 

申込 

方法 

下記 Web ページよりお申し込みください。 

http://www.asean.or.jp/ja/invest-info/eventinfo-2016-25/ 
※お申込みいただいた方には受講票を発行します。当日は会場受付にて受講票とお名刺をご提示下さい。  

※ご記入いただいた個人情報は、本セミナー講演者への提示および弊センターからの各種ご案内をお送りする目的 
のみに使用します。 

≪シンポジューム:ＡＳＥＡＮ設立 50 周年に向けて ④≫ 

『日本とＡＳＥＡＮの関係、ＡＳＥＡＮの地域主義』 

 


